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矢板インカレ２００６
３月９～１１日に栃木県矢板市で2006年度春インカレ（ミドル・団体戦）が開
催されました。ミドル女子選手権では豊田安由美選手（国際04年入学）が５
位入賞を果たしました。団体戦では大接戦の中、女子が準優勝と活躍しま
した。男子は団体戦１３位完走。第１回インカレから続く団体戦完走記録は
男女とも継続されました。
大活躍の豊田選手とオフィシャルの佐々木さん（自然99年入学）・多田野
さん（人文01年入学）にコメントをいただきました。

女子選手権準優勝メンバー
（左から稲葉、千葉、豊田）

このインカレに向けて選手それぞれは目標達成のため一生懸命準備し、何度となく矢板に足
を運び本番に備えてきました。結果、選手権ミドルでは豊田さんが5位に入賞し、選手権リレー
で女子は準優勝と胸を張れる成績でした。しかし、それぞれが持っていた目標を達成したわけ
ではなく、特に男子は厳しい結果に終わり、会場での選手は悔しそうな表情でした。目標を達
成するのはたやすいことではないと実感したことでしょう。代表として走った選手はみな3年生
でまだインカレを走る機会があります。この悔しさをバネにしてこれからのどのような結果を残
していくのか、またこれに影響された下級生がどのような成長を遂げるのか期待しつつ見守っ
ていきたいと思います。

毎年そうだとは思いますが、春インカレで目標を達成出来た人もいれば、そうでない人もいま
す。どちらかというと達成出来なかった人のほうがやや多いのが実情です。ただそれは安易
な方向に流されずに、達成出来るかどうかギリギリの目標を学生の皆が設定しているからだ
と思います。現役学生の多くは、１年前には曖昧でリアルには捉えていなかった春インカレで
の目標に向ってインカレロング後の半年間は頑張ってきたと思います。その努力の成果なの
か、結果だけを見れば、あともう一歩という選手が多かったと言えます。本当に１年後に喜び
たいのなら、この１年間の経験を糧にして、気持ちを切らさずに目標を明確に意識していけば
いいのではないかと思います。私は楽しみです。次の１年間が。

豊田安由美さん

佐々木良宜さん

多田野清人さん

写真提供：O-photo（http://orienteering.fc2web.com/）

矢板インカレを終えて
個人戦5位、団体戦2位―個人戦に関してはA-finalが目標だったので合格点ですが、団
体戦は目標の優勝にあと一歩届かず、私自身も悔いの残るレースをしてしまいました。3走
がゴールした後、みんなで泣いてしまいましたが、泣き終わったら妙にすがすがしくなりま
した。このチームで勝てないんじゃしょうがないな。そう思えるほどみんなを信頼していたし、
同時に、このメンバーとなら(走っていない人も含めて)来年もっと強くなれる、という自信が
出てきました。
このインカレを通して、個人的には1分1秒の重さを痛感しました。結果だけ見れば、個人
戦はあと4秒、団体戦はあと2秒でもうひとつ高いところへ行けました。よく言われますが、
最後の1分1秒に効いてくるのが今までの1年、2年、3年間の積み重ねなのだと思います。
日々の過ごし方が1年後の最後の1秒につながる。このインカレを通して最後の1秒のリア
ルな意味を知ることができました。この言葉で自分にプレッシャーをかけながらあと1年頑
張り抜きたいと思います。
最後に、1年間指導して下さった佐々木さん、多田野さんをはじめ、応援して下さった方、
当日のサポートや練習会、合宿の運営をして下さった方、インカレを運営して下さった方、
本当にありがとうございました。来年も先輩方をわくわくさせるような位置にいたいと思いま
す。そしてもう私たちは1年後に向けて走り始めています。今年もよろしくお願いします。

豊田安由美(国際総合学類4年)



ＪＷＯＣ代表に白形・神谷

此の度JWOC07に行かせていただける事になりました、生物資源学類3
年の白形由貴です。去年のJWOCセレに体調を整えて望むことが出来ず出
走も出来なかったときから、今年のオーストラリアで行われるJWOC07に行
きたいとずっと思っていました。オーストラリアの山ではカンガルーに会える
（？）という噂もあるのでとても楽しみです。精一杯走ってきますので、応援よ
ろしくお願いいたします！

生物資源学類3年 白形由貴

この度JWOC代表選手に選ばれた筑波大学二年次の神谷泰介です。
４月１日のJWOCセレでは納得いく結果は得られませんでしたが、運にも恵

まれ日本代表として走ることになりました。思えばこの一年は失敗の連続でした。
初心者なので仕方がないかもしれませんがコンパスの使い方がわからなかった
り尾根と沢が逆転したりとで一年を通してよい成績を残すことができなかったの
ですが、すばらしい先輩に恵まれ、少しずつ技術力が向上していきました。こう
して様々な方の助けを借りてJWOCに参加できることを忘れず、日本代表として
の誇りをもってオーストラリアを駆け抜けたいと思います。ご声援よろしくお願い
します。

神谷泰介選手

白形由貴選手

2007年4月の京葉ＯＬＣ大会にて07年ＪＷＯＣ代表選考が行われ、愛好会からは白形由貴さん（資源05
年入学）、神谷泰介さん（資源06年入学）が選ばれました。愛好会からの選出は2005年の稲葉さん以来２
年ぶり、また２人が選出されるのは1998年の篠原さん・上松さん以来9年ぶりです。２人は７月の豪州で開
催される本大会に日本代表として出場します。お二人からコメントをいただきました。

ＪＷＯＣ２００７ウェブサイト：http://jwoc2007.orienteering.asn.au/

矢板インカレ２００６ 結果

筑波30:31:21川添智由28

筑波30:27:11青山弘毅15

京都30:24:00西村徳真1

ミドル男子選手権決勝 - 3100m ↑175m

筑波30:31:09千葉 妙9

筑波30:29:50稲葉 茜7

筑波30:28:57豊田安由美5

京都20:27:15関谷麻里絵1

ミドル女子選手権決勝 -2700m ↑130m

3:17:56相模女子3 

豊田-稲葉-千葉2:53:41筑波大学2

2:53:39日本女子1

団体戦女子選手権

大杉-青山-川添3:02:53筑波大学13

2:36:51東京大学3

2:35:44京都大学2

2:33:45東北大学1

団体戦男子選手権



第３０回筑波大大会、都内水元公園で開催

10月2１日に東京都葛飾区水元公園にて第30回筑波大大会が開催されます。「えっ！都内で！？」と
驚かれた方も多いと思いますが、水元公園は05年に開通したつくばエクスプレス（TX）沿線の公園。TX
開通による筑波大生の行動範囲の変化の現れでしょうか？とにもかくにも少ない会員の中で30回の節
目の大会を開催してくれる現役生にOB・ＯＧとして感謝します。都内からのアクセス抜群の今年の筑波
大大会に大いに期待しましょう。
今年の大会について大会広報担当の神谷さん（06年入学）からコメントが届きました。

第３０回筑波大学オリエンテーリング大会 広報担当の神谷です。
今大会は１０月２１日(日)に東京都葛飾区『水元公園』で開催いたします。水元公園は今回初めて
使用されるニューテレインで東京とは思えない広大な土地で気持ちよくオリエンテーリングを楽しむこ
とができるでしょう。
大学大会が年々消えゆく中で筑波大は今年もまた大会を開催します。しかし、それは伝統だから仕
方なく続けているというわけではなく、日頃から多くの大会に参加させてもらい良い経験を積ませても
らっているため、その恩返しをしようという気持ちによるものにほかなりません。お忙しいとは思いま
すが会場まで足を運んでいただくと幸いです。

大会ウェブサイトへは愛好会サイトから：http://www.stb.tsukuba.ac.jp/ ãikoukai/

３０周年記念イベント開催

10月21日（日）に開催される第30回筑波大大会の会場にて 2007年度OB・OG会総会を開催いしま
す。皆様ふるってご参加ください。

記
日時：2007年10月21日（日）
会場：第30回筑波大学オリエンテーリング大会会場
議題：2006年度決算報告、2007年度予算承認、愛好会30周年記念事業報告、役
員改選

以上

愛好会３０周年記念を祝してささやかながらイベントを開催いたします。
2007年10月20日（第30回筑波大大会前日）を予定しています。場所は都内またはつくば市内を予定。
愛好会にゆかりのある方のご講演や、OB・OG懇親会を予定しています。翌日の筑波大大会と合わせて
ぜひお誘い合わせの上ご参加ください。詳細はこむこむオンライン
（http://www.orienteering.com/ c̃omcom）にて随時発表してまいります。
また当日のスタッフを募集しています。参加取りまとめや受付など、ご協力いただける方はぜひ小泉
（comcom.tsukuba@gmail.com）までご連絡ください。

OB・OG総会 筑波大大会会場にて開催



編集後記

お問合せ先：筑波大学オリエンテーリング愛好会に参加した人たちの会
〒270-0164 千葉県流山市流山5-2-301 小泉成行気付

電話：04-7150-1844（留守電あり） E-MAIL：comcom.tsukuba@gmail.com
こむこむオンライン：http://www.orienteering.com/~comcom

OB・ＯＧ会 賛同金募集
ＯＢ会の活動は、会員のみなさまからの賛同金により運営しております。みなさまのご協力をお願い申し上げま
す。賛同金をいただいた皆様にはＯＢ・ＯＧ会名簿と会報誌「こむこむ」の郵送サービスを行っております。

賛同金 1,000円／年 （会員同士が結婚した場合は、原則として1人分のみを納めていただきます。）

＜納入方法＞
（１）郵便口座への振りこみ
口座番号：00130-4-112794 加入者名：筑波大OB愛好会 ※ 通信欄にお名前・入学年度をご記入下さい。

（２）大会等でも随時受け付けます。
お近くのＯＢ会役員（小泉、立川、高野、杉崎）にお気軽に声をかけてください。

（３）その他お支払方法については随時ご相談ください。

2006年度よりＯＢ・ＯＧ会の役員が一新して２年目が始まりました。昨年度はこむこむオンラインの整備、こむこむ
の定期発行復活など情報提供の基盤整備を実施しました。今年度はOB・OGの顔の見える交流促進を図っていき
ます。みなさまに興味を持っていただける場を提供してまいりますので、ご意見・ご感想をお待ちしております。

世話人代表：小泉成行（自然98年入学）
事務局：立川洋（資源98年入学）、高野麻記子（資源00年入学）
会計：杉崎真由子（人文01年入学）

自然は解体、人間・情報は学群に格上げ

2007年度より筑波大学の学類再編が実施さ
れ、07年度入学生から右の学類がスタートして
います。
学群は他の大学でいうところの学部と同じ基
準でのカテゴリー分けとなりました。また編入さ
れた図書館情報専門学群も学類に組み込まれ
ています。
大きな変更点としては、これまで多くの名選
手・珍（？）愛好会員を輩出してきた自然学類の
解体が上げられます。自然学類は数学・物理・
化学・地球の４学類に分かれただけではなく、地
球学類は別の学群に組み込まれました。同じく
多くの愛好会員が属していた資源や社工は学類
としては存続しています。
また人間学類・情報学類は学群に格上げされ
ました。
馴染みある名前が消える寂しさを感じないでは
いられませんが、大学全入時代を迎えた昨今、
これも時代の流れなのでしょうか。。。

学類再編で残った学類、消えた学類


